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がん対策の推進について  

平成21年度当初予算籠  237億円（20年度予算 236億円）  
1次補正予算案（☆） 237億円  
補正後予算案  473億円  

1．放射線療法及び化学療法の推進並びにこれらを専門的に行う医師等の育成  61億円（54億円）   

（1）がん専門医等がん医療専門スタッフの育成  

■がん医療専門スタッフの研修   
新規・専門医師の育成体制の構築  

（2）がん診療連携拠点病院の機能強化   
拡充一拠点病院の単価の増加 がん登録実務者1人→2人  

（3）国際共同治験及び新薬の早期承認等の推進  

7億円（3，1億円）   

3．8億円   

54億円（ 31億円）   

24億円  

2，治療の初期段階からの緩和ケアの実施  7億円（6．5億円）  

（1）緩和ケアの質の向上及び医療用麻薬の適正使用の推進  

インター‘ネットを活用した専門医の育成  
・がん医療に携わる医師に対する緩和ケア研修   

新規・都道府県がん対策重点推進事業（緩和ケア研修部分）  

・緩和ケアに資する技術研修による医療従事者の育成  
・医療用麻薬の適正使用の推進  

（2）在宅緩和ケア対策の推進  

一在宅緩和ケア対策の推進  
・在宅ターミナルケア研修等の実施   

5．6億円（4．5億円）  

2．5億円  

1．3億円（ 2億円）  

3．がん登録の推進  0．3億円（0．3億円）  

・院内がん登録の推進  
・がん登録の実施に関する調査一指度管理、指導の実施   

4．がん予防・早期発見の推進とがん医療水準均てん化の促進  306億円（83億円）   

（1）がん予防・早期発見の推進   

①がん予防の推進と普及啓発  
一昔及啓発関連経費  
がん対策情報センターによるパンフレット等の作成  

新規企業との連携によるがん検診の受診促進  
新軌拡充女性の健康支援対策  

・肝炎等克服緊急対策研究   
②がんの早期発見と質の高いがん検診の普及   
新規・がん検診受診率向上に向けた実施本部の設置  

・マンモグラフィ検診従事者の技能向上  
一乳がん用マンモコイル緊急整備事業  

新規一女性特有のがん検診推進事業  
（2）がん医療に関する相談支援及び情報提供体制の整備  

新砂拡丸がん対策情報センターによる情報提供及び支援事業の充実  
（3）がん医療水準均てん化の促進   

新規・都道府県がん対策推進計画の目標達成を実現するため、重  
点的に取り組む施策に対する支援  

277億円（44億円）   

8．8億円（2．7億円）  

2．8億円  

11．5億円  

0．9億円（ 0億円）  

216億円  

19億円（18億円）  

18億円（17億円）  
11億円（22億円）  

6．9億円  

5．がんに関する研究の推進  99億円（91億円）  

○ がんによる死亡者の減少、すべてのがん患者及びその家族の苦痛の軽減並びに療養生活の質の維持向上を実現する  
ためのがん対策に資する研究を着実に推進  

新規・早期承認に向けた治験データにおける民族的要因の解明  2．3億円（0億円）   
拡充・国立がんセンター臨床開発センター経費  17．3億円（7．3億円）  
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平成21年度がん対策予算について  

平成2P年度予算額  平成21年度予算額  

23，572百万円 → 23．680百万円   

平成19年6月に閣議決定されたがん対策推進基本計画を踏まえ、放射線療法・化学療  

法の推進、専門医筆の育成、がん予防・早期発見の推進など、がん対策を総合的かつ計画  

的に推進し、がん対策の一層の充実を図る。  

（1）臨床研修による専門医師の育成体制構築  

（萄‘がん専門医臨床研修モデル事業  384百万円  

若手医師の段階から、より実践的な環境の下で指導、教育を実施する体制を構  

築し、質の高い専門医師（放射線療法等）を育成する。  

補助先：都道府県がん診療連携拠点病院  

補助率：1／2  

予算単価：＠51，136千円  

（2）がん診療連携拠点病院の機能強化  

（強がん診療連携拠点病院機能強化事業   3，叩5百万円→ 

・がん医療水準の均てん化を図る目的から、がん医療従事者への研修、がん患者  

等への相談支援等を実施する拠点病院機能の強化  

質の高い指導者となるための研修参加経費の補助  

精度の高い院内がん登録実施のたゆの実務者の増員・常勤化  

補助先：都道府県、独立行政法人等  

補助率 ：1／2、10／10  

予算単価：都道府県がん診療連携拠点病院 ＠20，000千円→＠28，000千円  

地域がん診療連携拠点病院  ＠13，000千円→＠22，000千円  

（3）がん検診受診率向上に向けた取組の強化  

（画①がん検診受診向上企業連携推進事業  91百万円  

・企業にがん対策の必要性を啓発し、がん検診受診向上のサポート会員としての  

参画を促すことにより、企業独自のがん検診受診向上の活動を誘発する。  

実施主体：国  
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㊥②がん検診受診促進企業連携委託事業  279百万円   

・企業と都道府県等が連携して実施するがん検診受診率の向上に資する事業につい  

て都道府県等に委託し、効果的手法について検証を行い、がんの早期発見の推進  

を図る。  

委託先：都道府県、政令指定都市等  

（4）都道府県がん対策推進計画の着実な実行  

㊨都道府県がん対策重点推進事業  940百万円  

都道府県がん対策推進計画に基づき、都道府県が重点的に取り組む施策（県内に  

おける緩和ケア研修会の実施等）に対する支援を行う。  

補助先：都道府県  

補助率：1／2  

（5）女性の健康づくり対策  

㊥女性の健康支援対策事業委託費  346百万円  

女性特有の子宮がんや骨粗しょう症等疾患の予防に資する事業を都道府県等に委  

託し、効果的な事業展開手法について検証を進めつつ、女性の健康づくり対策を  

推進する。  

委託先：都道府県、保健所を設置する市、特別区  

（6）がん対策情報センター事業の充実等  

㊥がん検診受診向上指導事業  105百万円   
・かかりつけ医からのがん検診の受診勧奨を促すため、がん検診ガイドブックを  

作成し、病院を訪れる患者の方に対する受診勧奨における技術指導を行う。  

実施主体：がん対策情報センター  

（参がん検診精度管理向上支援事業  4百万円   
・都道府県が実施しているがん検診の精度管理に対して、科学的視点から総合評  

価におけるポイントを提示するなどの技術支援を行い、精度管理の向上を図る。  

実施主体：がん対策情報センター  

（諺がん対策情報センター在り方検討会経費  1百万円   

・がん対策情報センター内に有識者からなる検討会を設置し、独立行政法人化  

を見据えた今後の事業の運営に係る在り方を検討する。  

実施主体：がん対策情報センター  

（7）がん研究の推進  

㊨地球規模嘩健課題推進研究経費  

早期承認に向けた治験データ等における民族的要因の解明  

230百万円   
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がん対策予算額の推移について  、円  

口厚生労働省（旧     早生′    、）  

□  がん克服新1。か年戦略 

（S59’～H5T） 

--i l  

□  

S59’s62’ H2’ H5’ H6’  H9’ H12’H15’H16’H17’ H18姦 H19’H20k H21奴  
※補正予算として、平成18年度は、15億円、平成20年度は、補正予算に8億円を計上。  

（平成21年度は、補正予算に237億円を計上。）  
■■  ○平成21年度予算の主な事業について  

がんの在宅療養・緩和ケア  
の充実  

〈7億円〉  

がん登録の推進  

く0．3億円〉  

がん予防■早期発見の推進  
とがん医療水準均てん化の  
促進  

〈82億円〉  

推進並びにこれらを専門的   
に行う医師等の育成  

〈86億円〉  

がんに関する普及啓発推進事業  
168百万円  

肝炎等克服緊急対策研究費  
1，839百万円  

がん検診受診促進企業連携委託  

事業  279百万円  

第3次対がん総合戦略研究経費  
5，835百万円  

がん研究助成金 1，904百万円  

院内がん登録の推進  
15百万円  

がん登録の実施に関する調査  

t精度管理、指導の実施  

16百万円  

インターネットを活用した専  
門医の育成   101百万円  

がん医療に携わる医師に対す  
る緩和ケア研修 398百万円  

がん医療に携わる医師に対す  
るコミュニケーション技術研  

修  31百万円  

医療用麻薬適正使用推進事業  
17百万円  

在宅ホスピスケア研修等経費  
56百万円  

在宅緩和ケア対策推進事業  
79百万円  

がん専門医等がん医療専門  
スタッフの育成 313百万円  

がん診療連携拠点病院  

機能強化事業5．406百万円  

がん享門医臨床研修モデル  

事業  384百万円  

国際共同治験及び新薬の早  
期承認等の推進 ヰ2百万円  

230百万円  

国立がんセンター臨床開発セン  
ター経費  493百万円  

乳がん用マンモコイル緊急整備  

事業  866百万円  

がん対策情報センター経費  
1．821百万円  

※市区町村がん検診に係る費用ヒついては交付税により別途措置（平成21年度：1，298億円（平成20年度：649億円））   
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がん対策予算について 一 平成21年度1次補正予算 －  

平成21年度1次補正予算  23，659百万円  

（画  
（1）女性特有のがん検診に対する支援  21・，611百万円   

子宮頸がんについては20歳、25歳、30歳、35歳及び40歳、乳がん  

については40歳、45歳、50歳、55歳及び60歳の女性に対して、検診  

の無料クーポン券を配布するとともに、検診手帳を交付する。   

補助先：市区町村   

補助 率：10／10   

対象経費：検診費、事務費  

㊥  （2）女性の健康支援の拡充  808百万円   

女性特有の子宮頸がん、乳がんの予防をはじめ、女性の健康づくり対策を一  

層推進するための効果的な事業展開手法について検証する取組ゐ実施箇所数を  

拡充（30カ所→100カ所）する。   

委託先：都道府県、保健所を設置する市、特別区   

事業例：①事業実施のための企画・評価検討会  

②地域における女性の健康に関する実態調査  

③自らが行う健康管琴のための情報面での支援  

④若年女性のための健康教育パッケージ実施  

⑤若年期、更年期などの女性を対象とした健康相談  

⑥支援要員への研修  

⑦がん予防の取組と連携した事業展開  

㊥  （3）国立がんセンター臨床開発センター経費  1，240百万円   

がんについて、原因究明のための研究の実施、医療技術の開発、治療法の確  

立・均てん化の更なる推進を求められていることから、国立高度専門医療セン  

ターにおいて高度専門医療機能の強化を図るための先端医療機器等の整備及び  

それに伴う施設整備を行う。   

この他、 「国立高度専門医療センターの先端医療機器の整備等」、「がん、小児  

等の未承認薬等の開発支援、治験基盤の整備、審査迅速化」においても、がん対策  

に関連する事業の実施が可能となっています。  

－5－   



鰻平成21年度厚生労働省補正予算の概要  

計：4兆6，718億円  

〔一般会計：3兆4，151億円  特別会計：1兆2，567億円〕  

2兆5，128億円  

6，066億円  
7，416億円  
3，000億円  

106億円  

第1 緊急雇用対策   

1 雇用調整助成金の拡充等  

2 再就職支援・能力開発対策の推進  

3 緊急雇用創出事業の拡充  

4 内定取消し問題、外国人労働問題等への適切な対応  

5 失業等給付費等の確保  

6 住宅・生活支援等  

6億円  
4億円  

3
・
0
 
 

6，8  

1，7  

7，684億円  
3，100億円  
2，096億円  

917億円  
1，279億円  

291億円   

8，443億円  

3，975億円  
3，294億円  

98億円  
1，06、8億円   

2，788億円  
1，254億円  

1，510億円  

24億円   

2，788億円  

第2 地域医療・医療新技術   
1 地域医療の再生に向けた総合的な対策  

2 医療機関の機能、設備強化等  

3 革新的な医薬品や医療機器の開発支援、審査体制の強化  

4 新型インフルエンザワクチンの開発・生産体制の強化  

5 レセプトオンライン化への対応   

第3 介護職員の処遇改善1介護拠点整備  

1 介護職員の処遇改善  

2 介護基盤の緊急整備等  
3 福祉・介護人材の資格取得等のキャリアアップ支援等  

4 社会福祉施設等の耐震化等  

第4 子育て支援  
1 子育て応援特別手当の拡充  

2 地域における子育て支援の拡充等  

3 ひとり親家庭の支援、社会的養護等  

4 特定不妊治療への支援  

第5 安全・安心のための施策の推進   

1 がん対策の推進  

2 難病患者に対する支援  

3 年金記録問題の解決の促進  

4 障害者の月立支援対策の推進  

5 高齢者医療の安定的な運営の確保等  

6 生活衛生関係営業者の支援  
7 地上デジタル放送への対応  

8 検疫所及び水道施設の機能、設備強化  

9 社会保障カード（仮称）の実施に向けた環境整備  

円
円
円
円
円
円
円
円
円
 
 

億
億
億
億
億
億
億
億
億
 
 

7
 
9
 
9
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6
 
7
 
9
 
1
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2
 
1
 
7
 
5
 
 
 
1
 
7
 
7
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5
 
5
 
1
 
1
 
1
 
 

1
 
 

【※一部重複計上があるため、それぞれの項目の合計と合計額は一致しない。】  
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第1 緊急雇用対策  2兆5，128億円  

1 雇用調整助成金の拡充等  6，066億円  

企業の休業・教育訓練・出向による雇用維持の取組を支援するため、雇用調整助   

成金及び中小企業緊急雇用安定助成金について、解雇等を行わない場合の助成率の   

上乗せ（4／5→9／10（大企業2／3→3／4））、残業を大幅に削減し、解雇等   

を行わない場合の助成（30万円～45万円（大企業20万円～30万円））に加え、   

大企業に対する教育訓練費の引上げ、1年間の支給限度日数の撤廃などを行う。  

2 再就職支援・能力開発対策の推進  7，416億円   

（1）「緊急人材育成・就職支援基金（仮称）」の創設による職業訓練、再就職、生活  

への総合的な支援  7，000億円   

・雇用保険を受給していない者の再就職を促進するため、職業訓練を抜本的に拡充  

するとともに、訓練期間中の生活保障のため、「訓練・生活支援給付（仮称）」の支  

給（単身者：月10万円、扶養家族を有する者：月12万円）及び貸付け（それぞ  

れ上限月5万円、月8万円）を行う。併せて、訓練の受入枠の確保等を図るため  

人材育成機関への支援を実施する。   

・中小企業等の人材ニーズを踏まえ、新規成長・雇用吸収分野等において、十分な  

技能・経験を有しない求職者への実習雇用・雇入れの支援を実施する。   

・介護、ものづくり分野などについて、事業主団体等と連携した職場体験や職場見  

学を実施する。   

・長期失業者や住宅を喪失し就職活動が困難となっている者について、民間職業紹  

介事業者への委託による再就職支援、住居・生活支援を実施する。   

（2）職業能力開発支援の拡充・強化  145億円  

雇用型訓練を実施する企業への助成制度の拡充（中小企業の助成率を3／4→4   

／5等）など、職業能力形成機会に恵まれない労働者への職業訓練に対する支援を充  

実させる。  

また、民間教育訓練機関等を活用した離職者訓練を拡充するとともに、母子家庭  

の母等子どもの保育を必要とする者が職業訓練を受ける際の託児サービスを提供す  

る。  

さらに、雇用調整助成金及び中小企業緊急雇用安定助成金を活用して休業中の労   

働者に教育訓練を実施する事業主に対して、訓練計画の策定、実施機関の情報提供、  

訓練実施のコーディネート等の支援を行う。   

（3）障害者の雇用対策  5．5億円  

障害者に関する雇用調整助成金の助成率の引上げ（4／5→9／10（大企業2／  

3→3／4））、障害者が公的機関で一般雇用に向けた就労経験を積む「チャレンジ   

雇用」の拡大、ハローワークの障害者専門支援員の増員等を実施する。  
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（4）ハローワークの抜本的機能強化等  265億円  

雇用情勢の急速な悪化に対応するため、ハローワークの利用者サービスの向上に   

向けて、人員・組織体制を抜本的に充実・強化する。また、非正規労働者就労支援   
センターの増設（5カ所→19カ所）、ハローワークにおける職業訓練情報の収集・   

提供及び求人開拓の充実・強化等、各種相談体制の強化を図る。（職員304人、職   
業相談員7，043人（職業相談員については他項目の金額に計上する人数を含む））  

（5）短時間勤務を希望する者への支援の充実  1億円  

短時間労働者均衡待遇推進等助成金の拡充（短時間正社員制度の導入促進に加え、   
同制度利用者の10人目まで助成金を支給）、両立支援レベルアップ助成金（子育て   
期の短時間勤務支援コース）の拡充（対象となる短時間勤務制度の拡充等）を図る。   

3 緊急雇用創出事業の拡充  3，000億円  

都道府県に創設した基金を積み増し、地方公共団体における非正規労働者や中高   
年齢者等の一時的な雇用・就業機会のさらなる創出を図る。  

内定取消し問題、外国人労働問題等への適切な対応  

緊急人材育成・就職支援基金（仮称）（7，000億円）の内致  

その他106億円  

（1）内定取消し問題への適切な対応  2億円  

大学等と連携して、学生等の就職状況や内定取消し情報を把握するほか、未内定   

者や採用内定を取り消された学生等を対象にした就職面接会を開催する。  

（2）外国人労働問題等への適切な対応  

（D 帰国支援の実施  

帰国を希望する日系人離職者やその家族に帰国支援金を支給するとともに、企  

業中倒産等により帰国費用の支払いを受けられない外国人研修生・技能実習生に  

っいて、帰国費用の立替払を実施する〔緊急人材育成・就職支援基金（仮称）（1  

頁、第1、2（1）参照）7，000億円の内数〕。   

② 相談支援体制の強化  16億円  

ハローワークなどにおいて、通訳や相談員の増員など相談体制の強化等を図る。  

（3）未払賃金立替払の請求増加への対応  74億円  

倒産した企業から賃金が支払われないまま退職した労働者に対して、未払賃金の   

うち一定額を政府が立替払する「未払賃金立替払制度」により、早期に立替払が受   

けられるよう調査体制の充実及び立替払に必要な原資の増額等を図る。  

（4）海運事業等雇用調整助成金（仮称）の創設  13億円  

船員の雇用対策として船員保険制度においても船舶所有者の教育訓練・休業等に   

ょる雇用維持の取組を支援するための海運事業等雇用調整助成金（仮称）を創設する。  
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5 失業等給付費等の確保   

（1）失業等給付費の確保   

（2）失業保険給付費（船員保険）の確保  

6，836億円   

6，810億円  

26億円  

6 住宅■生活支援等  1，704億円  

（1）雇用と住居を失った者等に関する緊急的な総合支援策  1，093億円  

雇用対策の補完として、住居を失った者などのうち就職活動を行う離職者を支援   

するため、住宅手当の創設、生活福祉資金の貸付要件の緩和、公的給付等を受ける   

までの「つなぎ」資金貸付の創設、既存建築物の借上げ方式による緊急一時宿泊施   
設の増設等のホームレス支援策の拡充及び生活保護受給者で就労意欲の低い者等へ   

の支援などの生活支援策を実施する。   

（2）生活保護貴国庫負担金の確保  612億円  

生活保護制度において、厳しい雇用情勢の中で増加傾向にある被保護者数の伸び   

を踏まえた必要な財源を確保する。  

第2 地域医療t医療新技術  7，684億円  

1 地域医療の再生に向けた総合的な対策  3，100億円  

救急医療の確保、地域の医師確保など、地域医療の課題を解決するため、都道府   

県が2次医療圏を単位として策定する「地域医療再生計画」に基づく以下のような   

事業に対して、都道府県に地域医療再生基金（仮称）を設置して財政支援を行う。   

・地域内において医療機関の機能強化、機能・役割分担を進めるための連携強化   

・医師事務作業補助者の集中配置など勤務医・看護師などの勤務環境改善   

・短時間正規雇用制度といった多様な勤務形態の導入による勤務医・看護師などの  

確保   

・大学病院などと連携した医師派遣機能の強化   

・ 

・新生児集中治療室（NICU）・救命救急センターの拡充、NICUや回復期治  

療室（GCU）の後方病床としての重症心身障害児施設等の整備  等   

2 医療機関の機能、設備強化等  2，096億円  

（1）災害拠点病院等の耐震化等  1，741億円  

災害拠点病院等の耐震化を促進するため、建替工事等に係る経費の一部助成など   

を行うとともに、独立行政法人福祉医療機構における医療貸付の限度額及び貸付利   

率等の優遇を図る。  
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（2）国立高度専門医療センターの先端医療機器の整備等  356億円  

がんや循環器病など国民の健康に著しく影響のある疾患について、原因究明のた   

めの研究の実施、医療技術の開発、治療法の確立・均てん化の更なる推進を求めら   

れていることから、国立高度専門医療センターにおいて高度専門医療機能の強化を   

図るための先端医療機器等の整備及びそれに伴う施設整備を行う。  

3 革新的な医薬品や医療機器の開発支援、審査体制の強化  917億円   

（1）先端医療開発特区による最先端医療技術開発の加速  120億円  

先端医療開発特区において、iPS細胞など最先端の医療技術の研究開発に取り  

組む24課題に対し、研究を加速させるために必要な設備・機器等の整備を行う。  

（2）がん、小児等の未承認薬等の開発支援、治験基盤の整備、審査迅速化  

797億円  

がんや′」＼児などの重点分野において、海外で承認されているが国内では未承認の   

医薬品等の開発の支援、分野ごとに治験の一元的管理を可能とするような治験・臨  

床研究支援機能の強化などを実施する。  

また、独立行政法人医薬品医療機器総合機構の審査員を増員して国内未承認薬な  

どを最優先に審査する体制（審査期間を12か月から6か月に短縮）を新設するほ  

か、同機構のITシステムを刷新し、審査体制を強化する。  

4 新型インフルエンザワクチンの開発一生産体制の強化  1，279億円   

・細胞培養法を開発することにより、現在の鶏卵培養法では1年半～2年を要する  

全国民分のワクチン生産期間を約半年に短縮する。   

・細胞培養法の開発期間中は、国内企業の鶏卵培養法での生産能力強化を図る。   

・有効性や利便性の高い「第3世代ワクチン」の開発を推進する。  

5 レセプトオンライン化への対応  291億円  

自らオンライン請求を行う医療機関や薬局に必要な設備投資等の支援を行う。  

第3 介護職員の処遇改善・介護拠点整備  8，443億円  

1 介護職員の処遇改善  3，975億円  

介護職員の雇用環境を改善し、今後増加する人材需要に応えるため、平成21年   

度め介護報酬改定〔＋3・0％）に加えて、介護職員の賃金の確実な弓りこげなど介   

護職員の処遇改善に取り組む事業者に3年間の助成を行う。  
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2 介護基盤の緊急整備等  3，294億円   

（1）介護基盤の緊急整備等  2，495億円  

地域の介護ニーズに対応するため、新たに施設整備交付金（ハード交付金）を拡   

充するための基金を設置するなどにより、特別養護老人ホーム、老人保健施設、認   

知症高齢者グループホーム、小規模多機能型居宅介護事業所等を緊急に整備する。  

また、消防法施行令の改正により、平成21年4月から新たにスプリンクラーの   

設置が義務付けゃれた既存の広域型特別養護老人ホーム、有料老人ホーム等に対し  

て助成を行い、スプリンクラー整備の促進を図る。   

（2）施設の開設準備経費等についての支援  799億円  

特別養護老人ホーム等の円滑な開所のため、開設準備に要する経費について／助成  

を行う占 また、大都市部等における施設用地確保の負担軽減を図るため、定期借地   

権設定により用地を確保する場合の一時金に対する助成を行う。  

3 福祉・介護人材の資格取得等のキャリアアップ支援等  

緊急人材育成■就職支援基金（仮称）（7，000億円）の内数  

緊急雇用創出事業（3，000億円）の内致  

その他98億円   

（1）離職者等に対する職業訓練  

離職者等に対し、社会福祉施設等の現場における職業訓練を実施する〔緊急人材  

育成・就職支援基金（仮称）（1頁、第1、2（1）参照）7，000億円の内数〕。   

（2）現任介護職員等の研修支援  

① 代替職員の確保による現任介護職員等の研修支援  

現任の介護職員等を外部研修等に派遣する場合に、代替職員の確保に必要な経  

費を助成する〔緊急雇用創出事業（2頁、第1、3参照）3，000億円の内数〕。  

② 介護福祉士養成校等の教員による研修の実施  30億円  

介護福祉士養成校等の教員が事業所を巡回・訪問して研修を行うことにより、  

職員のキャリアアップや資質の向上及び定着を支援する。   

（3）個々の求職者にふさわしい職場紹介と定着支援  68億円  

都道府県福祉人材センターにキャリア支援専門員（仮称）を配置し、個々の求職   

者にふさわしい職場を開拓するとともに、働きやすい職場づくりに向けた指導・助  

言を行い、円滑な就労・定着を支援する。   

（4）地域における相談支援体制の整備  

地域包括支援センター等の機能を強化するため、事務職員や認知症の連携担当職   

員を配置する〔緊急雇用創出事業（2頁、第1、3参照）3，000億円の内数〕。  
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4 社会福祉施設等の耐震化等  1，068億円  

社会福祉施設入所者等の安全性及び防火安全対策の観点から社会福祉施設等の耐   

震化及びスプリンクラー整備を促進するとともに、福祉貸付の融資率及び貸付利率   

等の優遇を図る。  

第4 子育て支援  2．788億円  

子育て応援特別手当の拡充  1，25－4億円   

幼児教育期の負担に配慮する観点から平成20年度の緊急措置として実施中の子  

育て応援特別手当（幼児教育期（小学校就学前3年間）の第2子以降の子一人あた  

り3．6万円）について、平成20年度分の手当とは別に、対象を第1子まで拡大  

して実施する（平成21年度限りの措置）。  

2 地域における子育て支援の拡充等   

（1）保育サービス等の充実  

安心こども基金拡充分（1，432億円）の内数  

新待機児童ゼロ作戦の集中重点期間において、雇用情勢の悪化等による待機児童   

の増加に対して速効性のある取組の更なる拡充を図るため、保育所賃借料補助の対   

象拡大、広域的保育所利用事業の実施、保育所の耐震化整備費の補助、家庭的保育   

（保育ママ）事業に係る賃借料への助成などを実施する。   

（2）すべて。の家庭を対象とした地域子育て支援の充実  

安心こども基金拡充分（1，432億円）の内数  

地域子育て支援を担うNPOなどの活動の立ち上キヂ支援、育児不安を抱える家庭   

への支援スタッフの訪問、放課後児童クラブと放課後子ども教室の連携を促進させ   

るための連携マネージャー（仮称）の配置、ファミリー・サポート・センター事業   

の広域実施及び病児・病後児預かり等の実施の促進、妊婦等支援教室の開催などを   

行うほか、地域子育て支援拠点事業の新規実施や放課後児童クラブの開設に必要な   

建物の賃借料などの助成を行う地域子育て創生事業を実施する。  

3 ひとり親家庭への支援、社会的養護等   

（1）母子家庭等の自立支援の推進  

安心こども基金拡充分（1，432億円）の内致  

その他 7．9億円  

母子家庭の母の資格取得を支援する高等技能訓練促進費の支給額の引上げと支給   

期間の延長、ひとり親が職業訓練を受ける際の託児サービスの提供、就業・社会活   

動困難者への戸別訪問による支援、母子寡婦福祉貸付金の拡充などを行う。また、   

在宅就業を積極的に支援する自治体に対して助成を行う。  
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（2）社会的養護の充実  安心こども基金拡充分（1，432億円）の内数  

民間職業紹介機関に委託して児童養護施設等の退所者等に対する訓練や就職活動   

支援などを実施するとともに、児童養護施設等の生活環境の改善、地域小規模児童   

養護施設等の新設に必要な建物の改修費などへの助成を行う。   

（3）託児サービスを付加した委託訓練の拡大〔一部再掲（1頁、第1、2（2）参照）〕  

6．2億円  

母子家庭の母等子どもの保育を必要とする者が職業訓練を受ける際の託児サービ   

スを提供する。   

（4）生活保護制度における子どもの健全育成の支援  63億円  

生活保護制度において、 子ども（小・中・高校生）の学習支援のための給付を新   

たに創設するなど子どもの健全育成の支援を行う。  

4 特定不妊治療への支援  24億円  

体外受精、顕微受精を対象に、医療保険声ミ適用されず、高額な医療費がかかる配   

偶者間の不妊治療に要する費用を一部助成（1回あたり10万円→15万円）し、  

経済的負担の軽減等を図る。  

第5 安全・安心のための施策の推進  2，788億円  

1 がん対策の推進  237億円   

（1）女性特有のがん検診に対する支援  216億円  

子宮頸がんについては20歳、25歳、30歳、35歳及び40歳、乳がんにつ   

いては40歳、45歳、50歳、55歳及び60歳の女性に対して、検診の無料ク  

ーポン券を配布するとともに、検診手帳を交付する。   

（2）女性の健康支援の拡充  8．1億円  

女性特有の子宮頸がん、乳がんの予防をはじめ、女性の健康づくり対策を一層推   

進するための効果的な事業展開手法について検証する取組の実施箇所数を拡充   

（30カ所→100カ所）する。   

（3）がんに関する国立高度専門医療センターの先端医療機器の整備等  

〔一部再掲（4頁、第2、2（2）参照）〕12億円  

がんについて、原因究明のための研究の実施、医療技術の開発、治療法の確立・   

均てん化の更なる推進を求められていることから、国立高度専門医療センターにお   

いて高度専門医療機能の強化を図るための先端医療機器等の整備及びそれに伴う施   

設整備を行う。  
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（4）がんの未承認薬等の開発支援、治験基盤の整備、審査迅速化  

〔一部再掲（4頁、第2、3（2）参照）〕  

がんの分野において、海外で承認されているが国内では未承認の医薬品等の開発   

の支援、分野ごとに治験の一元化を図るための治験・臨床研究支援機能の強化など   

を実施する。また、独立行政法人医薬品医療機器総合機構の審査員を増員して国内   
未承認薬などを最優先に審査する体制（審査期間を12か月から6か月に短縮）を   

新設するほか、同機構のITシステムを刷新し、審査体制を強化する。〔がん、小   

児等の未承認薬等の開発支援、衿験基盤の整備、審査迅速化（4頁、第2、3（2）   
参照）797億円の内数〕。   

2 難病患者に対する支援  29億円  

難病患者の医療費負担を軽減するため、・現在医療費助成の対象となっていない難   

病のうち緊要性の高い疾患（11疾患その他）について、医療費助成の対象とする。   

3 年金記録問題の解決の促進  519億円  

派遣職員の大幅な活用などにより、年金再裁定請求の処理体制の整備やねんきん   

特別便の回答に基づく年金記録の確認作業体制等の整備を行い、年金記録問題の解  

決に向けた処理を促進する。   

4 障害者の自立支援対策の推進  1，579億円  

（1）福祉一介護人材の処遇改善  1，070億円  

福祉・介護人材の雇用環境を改善し、今後増加する人材需要に応えるため、職員   

の処遇改善に取り組む事業者に3年間の助成を行う。  

（2）事業者の新体系移行の促進  355億円  

事業者の新体系移行を促進するため、新体系サービスで必要となる改修、増築等   

の基盤整備の促進及び運営の安定化を図る。  

（3）福祉・介護人材の資格取得等のキャリアアップ支援等  

〔再掲（5頁、第3、  

緊急人材育成・就職支援基金（仮称）  

緊急雇用創出事業  

3（1）～（3）参照）〕  

（7，000億円）の内数  

（3 

その他98億円  

24億円  （4）障害者自立支援機器の研究開発等  

視聴覚障害者への情報支援機器等の研究開発や情報提供のための基盤整備を実施   

する。  

（5）障害者の軍用対策〔再掲（1頁、第1、2（3）参照）〕  5・5億円  

（6）国立障害者リハビリテーションセンター病院等の耐震化  27億円  

国立障害者リハビリテーションセンター病院等の耐震化工事を実施する。  
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5 高齢者医療の安定的な運営の確保等  156億円  

（1）長寿医療制度における低所得者の保険料の軽減  131億円  

平成20年度に均等割8．5割軽減であった方で平成21年度に7割軽減となる   

方については、平成21年度においても8．5割軽減を継続する。  

（2）健保組合ヒ対ナる財政支援  25億円  

健保組合のIT化を推進するための財政支援を行い、負担の軽減を図る。  

生活衛生関係営業者の支援  1．6億円   
生活衛生関係営業者の資金繰り支援、雇用維持・拡大等のため、日本政策金融公  

庫における生活衛生資金貸付制度の拡充を行う。  

地上デジタル放送への対応  117億円   

地上デジタル放送への完全移行に向けて、生活に不可欠な情報を得るために社会  

福祉施設や災害拠点病院等が地上デジタル放送を視聴できる環境を整備する。  

8 検疫所及び水道施設の機能」設備強化  79億円  

（1）輸入食品の検査体制の強化  16億円  
輸入食品の検査体制を強化するため、検疫所の輸入食品・検疫検査センターを増  

築する。   

（2）水道施設の防災・・安全対策  63億円  
地震等の災害時においても必要な水道水を供給できるよう、水道管路や浄水場等   

の基幹水道構造物の耐震化等を促進する。  

9 社会保障カード（仮称）の実施に向けた環境整備  71億円  
平成23年度中を目途とした社会保障カード（仮称）の実施に向け、医療保険者   

における環境整備等を行う。  
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「経済危機対策」（平成21年4月10日「経済危機対策」に関する政府一与党会議、経済危機対策閣僚会議合同会  
議決定）において、「地方公共団体において、地球温暖化対策、少子高齢化社会への対応、安全一安心の実現、  
その他将来に向けた地域の実情に応じるきめ細かな事業を積極的に実施できるよう、「地域活性化・経済危機対  
策臨時交付金（仮称）」を交付する。」とされたことを踏まえ、平成21年度補正予算において創設。  

1平成21年度補正予算計上額  円
 
 

1
 
 

2 所管 内閣府（地域活性化推 室） ただし、各府省に移し替えて執行  
3 交付対象等  
（1）交付対象：実碓計画を策定する坤方公共団体  

（2）交付方法：実施計画に掲載された事業のうち国庫補助事業の地方負担分と地方単独事業の  

所要経費の合計額に対し、交付限度額を上限として交付金を交付  
（3）交付限度額：地方交付税の基準財政需要額の算定方法等に準じて、外形基準に基づき設定  

※財政力の弱い団体や離島や過疎等の条件不利地域等に配慮するとともに、財政力が著しく高い団体に  
ついては一定の制限を行う。  

事業の地方負担分に充当  4 使途 実施計画に   

○地方単独事業  

された以下の   

○国庫補助事巣（法令に国の補助率又は負担率の定めがあるものを除く。）  

5事業例  
儲施設等の整備、新型インフルエンザ対策  

●地球温暖化対策  度な放射線治療機器整備等事業、公共施設のガス消費機器や照明器具  

公立高等学校のエコ化（太陽光発電導入等）・耐震化■】CT化（電子黒板等の点検・交換、鉄道駅のバリアフリー化の推進（交通鱒鱒ノ干リアフリ「イヒ  
等）の一体的実施、地方公共団体の庁舎等のゼロエミッション化（産業技設備整備費補助金）、地域公共交通の活性化・再生、DV被害者への定額  
術実用化開発事業費補助金）、次世代自動車の普及促進、小売店舗の低給付金相当額の支給、農地や用排水路の整備（農地等整備・保全推進事  
炭素化の推進、内航海運・フェリーや離島航路の維掛改善のための支補助金）及び農道等の農業用施設改修等  
援、環境計測機器の更新 等  ●皇辺地  

●少子高齢化社会への対応  公共施設のデジタル化改修等整備、】CTの導入1手lほ用（地域ICT利活用  

保育所の整備等による保育サービスの充実（子育て支援対策臨時交付 推進交付金）、学校におけるデジタルテレビ及びコンピュータ等の整傭（学  
≡金）、準要保護児童生徒に対する就学援助、幼稚園就園の保育料等の 校情報通イ吉技術環境整備事業補助金）、共通地図等の電子化・共用化事業  

減免、不妊治療に要する費用の助成（母子保健衛生費補助金）、介護施設文化財の防災・防犯対策事業（国宝重要文化財保存整備費補助金）、学校  
の緊急整備、中心市街地の空き店舗を活用したコミュニティ交流スペ一散材・図書の整備、観光交流の促進のための施設整備・事業実施、耕作  

放棄地解消事業 等  高齢者巡回訪問事業 等 JJニー．二▲．山一▲＼．＼■＿＿′．＿．▲＿」▲▲」ヽヽY←1J．■．．．＿．′．＿－  」 
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 安全・安心の実現  
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5．消防防災投備整備事業   6．老朽化施股解体撤去手業   

【福岡県矢部村】  

【事業費：3．4千万円】  
【京都府与謝野町】  

【事業費：5千万円】  

過疎、高齢化にある本村の  

状況を勘案し、地域生活基盤  
の確保、災害等からの安全確  

保と安心安全な暮らしの実現  
対策の観点から、地域の火災  

時や災害対応力の充実、強化  

は図るため、消防ポンプ自動  
車1台、小型動力ポンプ付積  

載車3台の購入に交付金を充  
当。村内の消防団4分団に配  

安心・安全な暮らしの実現対  

策として、老朽化が進展し地  
震時等の倒壊の危険性や、衛  
生面での問題が指摘されてい  

る各施設（会館、町営住宅、防  

火水槽、浄水場等）を周辺住  
民の安全を確保するために解  

体撤去する。  
※撤去後の土地は災害時の避難  
スペース等に再利用の予定  

8．休日応急診療所設備整備事業   7．高度医療機器等整備事業   

現状の初期救急医療体制  
としては、休日の急患に対応  

できる体和が不十分なため、  
総合病院の救急診療に集中  

する傾向が強まっている。そ  
のため、軽度の傷′病患者に  
対応する市立休日応急診療  

所を開設することで、初期救  
急医療体制を強化し、地域の  
医療供給体制を整備充実さ  
せる。  

地域住民等への医療供給  
体制の充実を図るため、民間  
医療機関では対応困難な放  

射線治療装置等の高度医療  
機器の整備を行うとともに離  
島・へき地診療所の医療機器  
整備を行うため交付金を充当  
する。  

【島根県益田市】  

【事業費：0．4千万円】  
【沖縄県】  

【事業費：140千万円】  

安全・安心  

10．加須市医療機関ガイドブック作成■莱  9．世羅中央病院婦人科聞役等■凛   

すべての市民が必要な時に  
【埼玉県加須市】  

【事業費＝。．2千万。】  

【広島県世羅町】  

【事業費：3．7千万円】  

三㌔－，’7  

地域における医療供給体  
制の整備充実・生活安心の  
確保を目的として、世羅中央  
病院企業団会計に繰出しを  
行い、病院の婦人科診察室  

改修・機器導入、内科医療  
機器の整備、医師確保に係  
る経費に対し交付金を充当  

した。  

関情報を掲載した「加須市医  
療機関ガイドブック」を作成し  

全戸配布することにより、市民  ノ 「関  

に市内の医療資源を周知し、 ＼ー ユ  
牢ヰ中一福諒底占冠藩・雇主∴！・⊥ノ・竿＝こ攣蕎無                                                    ヒ王 ．   
進を図る。  替き、 

医療機関ガイドブック作成費掛㌫  

用に交付金を充当する。  

11．新型インフルエンザ対策手業   12．助産師スキルアップ支援手業   

新型インフルエンザ対策の強  
化のため、マスク、防護具・感  

染防止衣、噴霧器など新型イン  

フルエンザの感染拡大を抑制  
するための資機材の購入に要  

する費用に交付金を充当する。   
マスクについては、市が200，  

000セットを購入し、新型インフ  
ルエンザの感染拡大抑制が必  

要な場合に児童生徒等に配布  
する。  

産科医師の不足や出産を  
取り扱う医療機関が減少す  

る中で、市民が安心して出  

産できる環境を整備するた  
め、潜在助産師の職場復  
帰支援のための研修会の  

開催や助産師の実技研修  
を行う病院等に対する助成  
を行い、その費用に交付金  

を充当する。  

【神奈川県座間市】  

【事業費：1．0千万円】  

【神奈ノーl県県横浜市】  

【事業費：0．1千万円】  
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